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入試問題（小論文）出題のねらい

～家政学部　栄養学科～

【一般推薦選抜Ⅰ期・技能特待生選抜・社会人選抜Ⅰ期・編入学選抜Ⅰ期・社会人編入学選抜Ⅰ期】

わが国では近年，大規模な自然災害が相次いでおり、ここ数年はほぼ毎年のように大規模災害が発生

している。被災地における救援活動で最も重要なことは，被災者のサポートを第一に考えることである。

この被災者へのサポートに向けての管理栄養士として取り組むべき課題への理解について判定する。
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小論文　試験問題（１/２）

わが国は，世界の中でも自然災害によるリスクが高い国の一つであり，近年地震や台風など

の被害報告が後を絶たない。以下は国際災害栄養研究室が，災害に伴う栄養不良，栄養格差，

健康被害を減らすための調査研究を行ったものである。

概要：災害時，高齢者や乳幼児，食物アレルギーや疾患を持つ人など，避難所で配布される食

料を食べることができず，特別な食支援を必要とする要配慮者がいる。この研究では，災害時

の避難所および個人宅にいるこのような人が，どの時期にどのような食支援が必要なのかを明

らかにすることを目的とした。

研究方法：東日本大震災の被災３県（岩手，宮城，福島）に在住する日本栄養士会会員 1,991

名を対象に，2012 年８月に郵送による質問紙調査を実施した ( 回答者数 435 名 )。このうち，

把握した要配慮者の種類について，４つの期間（発災～３日，４日～１ヶ月，１～２ヶ月，３～６ヶ

月）に分けて集計した。

図１：避難所では栄養士がいつ誰を把握したのか？

図２：個人宅では栄養士がいつ誰を把握したのか？

図３：栄養士は避難所でどの様な支援活動をしたのか？

図４：栄養士は個人宅でどの様な支援活動をしたのか？
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